
 【第１号議案】 
令和７年度事業計画（案）及び収支予算（案）  １ 令和７年度事業計画（案） (1) 会議の開催 ① 実行委員会総会の開催（３回） ○ 第３回総会：令和７年７月頃  令和６年度事業報告及び収支決算報告  経過報告（専門委員会、関連事業等）  基本計画（中間案）について ○ 第４回総会：令和８年１月頃  基本計画（最終案）について ○ 第５回総会：令和８年３月頃  令和７年度取組状況及び収支決算見込について  令和８年度事業計画（案）及び収支予算（案）について  ② 専門委員会の開催 基本計画に記載する事項のうち、専門的知見を必要とする事項について、調査・審議するため専門委員会を設置する。 ア 式典専門委員会  議事：式典行事に係る演出・内容等の検討に関すること イ 植樹・木材利用専門委員会  議事：式典会場等での木材利用に関すること ウ 大会テーマ・シンボルマーク・ポスター原画専門委員会  議事：大会テーマ等の募集及び選定に関すること  (2) 基本計画の検討 令和６年度に引き続き、全国植樹祭の基本的事項（開催概要、式典演出等の構想、会場整備計画、宿泊輸送計画等）を定める基本計画策定に向けた検討を実施。 第３回総会で基本計画（中間案）を審議、第４回総会で基本計画（最終案）を決定したのち、令和８年２月頃、国土緑化推進機構全国植樹祭特別委員会で承認いただく予定。  

資料２ 



(3) 機運醸成活動の推進 ① 苗木のスクールステイの実施 全国植樹祭や関連植樹行事等で使用する苗木を、県内の就学前教育施設（保育所・幼稚園・認定こども園等）及び小中学校等で育てていただくことで、森林や身近な緑の大切さについて子供たちをはじめとする多くの皆さんに知っていただくとともに、全国植樹祭の開催機運を高めることを目的とする。 ② 関連イベント等の実施 第７７回全国植樹祭の開催理念や、森林づくり・木材利用の必要性等について広く啓発し、県民全体で森林と人との恒久的な共生を図る取組を進め、豊かな森林を次の世代に引き継いでいく機運を高めるイベント等を実施する。    全国植樹祭の開催を契機に、幼児期から森林などの自然に親しむための取組の普及、促進等を図るため、林野庁や国土緑化推進機構等と協働して、保育・幼児教育関係者等を対象にフォーラムを実施する。   開催概要 
 時 期 令和７年11月15日(土)，16日(日) 
 場 所 奈良市ならまちセンター他 
 内 容  (フォーラム)   基調講演、事例発表、パネルディスカッション等 (サイドイベント) 実践団体視察、森林体験講座等  ③ 企業等による協賛 企業や団体、個人等を対象に、全国植樹祭の開催に対する協賛や寄附を募り、資金や物資等により大会運営にご協力いただくことで、多様な主体の参画による全国植樹祭を目指す。（令和７年秋頃、協賛募集開始予定）  ④ 広報啓発活動の実施 第７７回全国植樹祭公式ウェブサイトの開設や、県の広報誌等の様々な媒体を通じた情報発信を行うとともに、ＰＲ用物品を制作し、各種イベント等への参加を通じて、全国植樹祭の開催に向けた取組の広報、開催理念の啓発を行う。 

【第３回こどもの森づくりフォーラム in奈良】 



２ 令和７年度収支予算（案） 

 

（１）収入の部区　分 R7年度予算額（Ａ） 前年度予算額（B） 増減（A）ー（Ｂ）１　負担金 40,753 28,330 12,423２　雑収入 0 0 0３　協賛金 0 0 0４　繰越金 27,357 0 27,357合　計 68,110 28,330 39,780（２）支出の部区　分 R7年度予算額（Ａ） 前年度予算額（B） 増減（A）ー（Ｂ）１　総務費 6,984 3,543 3,441２　開催事業費 29,420 8,182 21,238３　広報啓発費 31,706 16,605 15,101合　計 68,110 28,330 39,780

(単位：千円）

(単位：千円）

摘　要奈良県負担金（全国植樹祭開催関連事業費）

基本計画策定業務委託宿泊輸送計画策定業務委託　等苗木のスクールステイ業務委託、大会テーマ・シンボルマーク等の募集、関連イベント等の実施、広報啓発活動の実施　等
摘　要実行委員会・専門委員会開催経費、事務局運営費　等


